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§１．研究実施体制 
 
A. 「デジタル計数法開発」グループ 

① 研究代表者：野地 博行 （東京大学工学系研究科、教授） 
② 研究項目 
・デジタル ELISA 法の開発 
・１細胞生体分子デジタル計数法の確立 
・化学発光法によるウイルスの 1 粒子検出 
・膜輸送体活性のデジタル計数法の開発 
・ナノロッド粒子の回転拡散運動イメージング技術の確立 
・ラマン分光を用いたデジタル計数法の開発 

 
B. 「デジタル計数用 CMOS システム開発」グループ 
① 主たる共同研究者：笹川 清隆 （奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科、助

教） 
② 研究項目 
・蛍光計測用 CMOS センサシステムの開発 
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§２．研究実施の概要 
 
A. 「デジタル計数法開発」グループ 
感染や疾病の検査・診断に汎用されているイムノアッセイ法である ELISA（酵素結合免疫吸着法）

の感度を100 万倍以上改善した１分子デジタルELISA を開発した。さらに１分子デジタルELISA
の実用化に向けたターゲット分子の多様化、デバイス作製工程の簡略化、量産化に取り組んだ。

また、１細胞生体分子デジタル計数法の確立、化学発光法によるウイルス１粒子の低ノイズ検出、

脂質膜アレイチップによる膜輸送体活性の１分子デジタル計数法、ナノロッドやラマン分光を用い

たデジタル計数法の開発に取り組んだ。 
 
B. 「デジタル計数用 CMOS システム開発」グループ 

レンズレス CMOS イメージングシステムについて、電子冷却を行うことによってノイズ低減を行う

とともに、画像処理手法を改善することによって、10 μM のフルオレセイン水溶液から成る微小液

滴の蛍光観察を実現した。また、マイクロチャンバアレイに蛍光基質 FDG (Fluorescein 
di-β-d-galactopyranoside)と調製した酵素溶液 β-gal (β- galactosidase)を導入し、酵素アッセイ

実験を行なった。試作デバイスによってマイクロチャンバ内に生成された Fluorescein の蛍光検出

に成功していることがわかる。蛍光を示すチャンバ数から算出された検出濃度は、試料の β-gal 濃

度と一致し、0.3 pM までの検出に成功した。 また、イメージセンサ部については、積層フォトダイ

オード搭載イメージセンサを試作し、フィルタレス構造による蛍光検出の可能性を示した。 
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A-5  Yoshihiro Minagawa, Hiroshi Ueno, Mayu Hara, Yoshiko Ishizuka-Katsura, 
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（３－２） 知財出願 
 
① 平成 25 年度特許出願件数（国内 １ 件） 
② CREST 研究期間累積件数（国内 ３ 件） 


